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159号: FASB, 2007）ばかりでなく，長い論争の末に2010年10月に承認された
国際財務報告基準（International Financial Reporting Standards: IFRSs）第９
号（IASB, 2011）にも正式に取り入れられることになった⑷。そこには，市場
の直観は必ずしも正しくないとみる国際会計基準審議会（International 







IASB が2001年の発足当初から続けてきた IFRSs と各国の基準との差異を縮小
するための４つのコンバージェンス・プロジェクトのうち，業績報告，企業結
合，保険契約に関する当初提案，あるいは米国の財務会計基準審議会（Financial 




















































１ 焦点を当てる資源 フロー ストック
２ 測定のアンカー 現金収支 公正価値（時価）
３ 利益観 収益費用観 資産負債観
４ 同上 損益法 財産法
５ 貸借対照表観 動態論 静態論
６ 資産評価基準 取得原価主義 公正価値（時価）主義
７ 損益認識基準 実現基準 公正価値（時価）基準
８ 業績指標 当期純利益 包括利益









































































⑽　この見解は，FASB，IASB ならびに企業会計基準委員会（Accounting Standards Board of 
Japan: ASBJ）のいずれの概念フレームワークにおいても共通している（FASB 2010 Ch.1; IASB 

































































































































































































の会計思考に真っ向から反対して所論を展開した Johnson and Lennard
（1998）⒅における「稼得─実現─対応利益（earned-realised-matched income）」
という呼称に端的に示されている。そこには，この会計システムに固有の上述
の基礎概念がほぼ盛り込まれているからである。さらにOhlson, J. et. al（2011）
─────────────────
⒅　共著者の一人であるTodd Johnson は，1973年の発足時からのFASBのスタッフで，IASC 時代
の多くのG4+1レポートの起草者であり，公正価値会計の熱烈な信奉者である。
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た Sprouse and Moonitz（1962）にまで遡ることができるが，そこでも，今日的な全面時価会計の
ようなモデルが提案されていたわけではない。
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